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七味唐辛子は、その発祥の地に因んで「薬研堀」ともいわれる。
薬研堀は徳川幕府の米蔵に荷を積み下ろすために作られた、隅田川と繋がっていた堀で、現在の東京都中央区
東日本橋１丁目から２丁目にかけて存在していた。1625（寛永２）年、薬研堀端に中島徳右衛門が薬種商を開業
し、漢方薬をベースに生薬を組み合わせて七味唐辛子を売り出し江戸中に広めた。七味唐辛子は薬効を期待して
寺社の門前で販売されることが多く、やがて江戸の食文化の伝播と共に日本全国に広まっていくこととなった。
薬研堀は1903（明治36）年には市区改正による公園整備のため、完全に埋め立てられた。1947（昭和22）年

に「中央区日本橋薬研堀町」となったが、1971（昭和46）年に住居表示が変更され、周辺の町と合わせて
「東日本橋」となり、「薬研堀」の地名も消滅した。
現在は、浅草寺門前の「やげん堀 七味唐辛子本舗」（1625（寛永２）年創業）、清水寺参道の「七味家本舗」

（1655（明暦元）年創業）、善光寺門前の「根元 八幡屋礒五郎」（1736（元文元）年創業）が長い歴史を持つ
３大七味の老舗である。七味唐辛子の構成素材には厳密な定義はなく、青のりや紫蘇、しょうがを含むものも
あり、各々に味や香り、色などに特徴がある。

薬研堀（七味唐辛子）

写真 1　「やげん堀 七味唐辛子本舗」の七味唐辛子、担ぎ箱、薬研

＜参考、写真 1 提供＞やげん堀 七味唐辛子本舗オフィシャルサイト
https://yagenbori . jp/
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　巾着田は高麗川の自由蛇行により長い年月をかけて形作られ、形が巾着に似ていることから巾着田
と呼ばれるようになった。面積は約22ヘクタールであり、1970年代のはじめ頃までは稲作が行われて
いた。現在ではごく一部が水田として残っているが、ほとんどが休耕田となっている。
　かつて地元の商店主たちが中心になり川原を清掃した際、地中から掘り出した曼珠沙華の球根を周
囲に手植えをして、徐々に数を増やしていった。球根は高麗川増水時等に上流から流れてきた物の中
に混じっていたと考えられている。その後、巾着田を貯水池にするという計画もあったが、計画が中
止されたことにより、今では曼珠沙華の群生地として有名になった。曼珠沙華は９月中旬から10月上
旬にかけて見頃を迎え、「巾着田曼珠沙華まつり」が毎年開催されている。
　曼珠沙華は梵語で天界に咲く花という意味であり、釈迦が法華経を説いた際、それを祝して天から
降った花（四華）の１つとされている。
※）写真提供：　表紙写真：一般社団法人埼玉県物産観光協会、写真 1：巾着田管理事務所、写真 2： 日高市教育委員会

写真 1　あいあい橋と曼殊沙華　　

■アクセス
　● 西武池袋線高麗駅下車徒歩約15分

（表紙の写真）
 巾着田
  場所：埼玉県日高市

写真 2  巾着田

＜参考＞
東洋経済オンライン
https://toyokeizai.net/articles/-/238860?display=b


